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春の叙勲 および 表彰

皆様、こんにちは。日頃は公益社団法人徳島県看護協会の事業及び活動にご支援、ご
協力を賜り誠にありがとうございます。
今年6月の通常総会において表明しましたとおり、徳島県看護協会は基本理念に基づ
き、「開かれた看護協会」の実現を目指してまいります。会員の方々をはじめとした看
護職や看護学生、一般の方々等が、“来館しやすい、聞きやすい、相談しやすい”、親し
まれる看護協会を目指して参ります。そのためには、皆様の貴重なご意見を幅広く収集
し、改善に努めることが不可欠です。現在、研修会後のアンケート、メール、電話等に
よる方法でご意見をお伺いしておりますが、令和8年7月1日より看護会館玄関ロビー
に「意見箱」も設置いたしました。ぜひ、率直なご意見をいただけるとありがたく思い
ます。なお、お礼等のメッセージも頂戴できると職員の励みになりますので、併せてご
厚意いただけますようお願いいたします。
さて、看護協会の構成は会員で成り立っており、会員の力が看護協会の力となります。
しかしながら、徳島県では令和3年度の4,857名をピークに減少傾向に転じ、現在
（2026年6月26日）の会員数は4,307名です。5年間で約550名（11％）減少しまし
た。看護協会の役割は、処遇改善や夜勤交代制勤務の課題等、一つの施設や個人の力だ
けでは解決できない看護を取り巻く課題を組織の力で解決し、看護を発展させ、社会に
貢献することです。しかし、このまま会員数の減少が続けば、現状の事業存続が厳しく
なることが懸念されます。
そこで、減少に歯止めをかけ会員確保を目標に、令和7年12月より会長直轄の組織
強化プロジェクト委員会を発足しました。令和8年度は、①各施設の看護管理者の参考
となる「入会案内標準スケジュール表（仮）」の策定と試行、②会員継続を目的とした
イベントを企画中です。①のスケジュール表は、支部長会を中心に県内に周知し、令和
9年度から各施設でアレンジしてご活用いただけるよう、準備を進めております。
また、訪問看護ステーションに勤務している看護職の皆様（県内約600名）にも入会
を勧め、在宅・訪問看護領域の看護活動を活性化してまいりたいと考えておりますの
で、ご理解ご支援をよろしくお願いいたします。
看護の発展に力を尽くし看護の価値を高めるとともに、看護職から信頼され、誇りに
思っていただけるような看護協会にしていきたいと思っていますので、今後ともご支
援ご協力をいただけますよう、よろしくお願い申し上げます。

会長　庄野 泰乃

公益社団法人徳島県看護協会通常総会を令和 8年 6月6日（土）、徳島県看護会館で開催しました。
令和元年度から昨年度までは、徳島大学大塚講堂で開催しておりましたが、今年度は、会員の皆様に徳島県看護会館に参集いただき総会を開催することができました。

8 名の来賓の方々をお招きし、参加者は一般参加者を含めた 214 名、委任状 
3,239 名、計 3,453 名となりました。議決事項の第一号議案、令和 7年度決算
報告（案）及び監査報告、第二号議案、令和 8 年度役員及び推薦委員の改
選並びに令和 9年度日本看護協会代議員・予備代議員の選出について説明が
あり、承認を得ました。報告事項の理事会報告、令和 7年度事業報告、令和 8
年度重点事業並びに事業計画、令和 8年度資金収支予算及び収支予算につい
て報告、協議され、議決事項はすべて承認されました。

組  織  図

6月6日（土）9 :30～12 :30
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〈議　　案〉
第一号議案　令和7年度決算報告（案）及び監査報告
第二号議案　令和8年度役員及び推薦委員の改選並びに令和9年度

日本看護協会代議員・予備代議員の選出について（案）

1　看護職確保及び働き続けられる勤務環境の改善
2　専門職としてのキャリア継続のための生涯学習支援
3　職能団体としての組織力の強化
4　全世代型包括ケアシステムにおける看護機能の強化
5　災害や感染症などの健康危機管理体制の強化
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看護の心普及プロジェクト委員会
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藤原都志子

予備代議員1
岡久　玲子
木田久美子

辻　　敬子
准 看 護 師 日岡　真代 中村　友美

和田　光代
横関恵美子
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 2026（令和 8）年度

役員
役職・職能 氏　　　名 担当委員会名 勤　務　先

理
　
　
　
　
　
事

会 長 庄 野 泰 乃 公益社団法人徳島県看護協会

第一副会長 鈴 記 洋 子 職 能 活 動 総 括 ・ 学 会 担 当 公益社団法人徳島県看護協会

第二副会長 三 木 真 澄 支部活動総括・認定看護管理者 
教育運営委員会・看護制度委員会 徳島県厚生農業協同組合連合会

専 務 理 事 横 山 敦 子 災害看護支援検討委員会・ナースバンク事業推進プロジェクト
チーム委員会・看護の心普及プロジェクトチーム委員会 公益社団法人徳島県看護協会

常 任 理 事 鈴 木 察 子 医 療 ･ 看 護 安 全 対 策 委 員 会 公益社団法人徳島県看護協会

理 事 浦 西 由 美 保 健 師 職 能 委 員 長 徳 島 県 美 波 保 健 所

〃 森 内 洋 美 助 産 師 職 能 委 員 長 徳島大学大学院医歯薬学研究部

〃 谷 崎 宏 美 看 護 師 職 能 委 員 長 徳 島 市 民 病 院

〃 小 坂 肇 代 徳 島 Ⅰ 支 部 長 徳 島 県 鳴 門 病 院

〃 岩 本 尚 美 徳 島 Ⅱ 支 部 長 徳 島 県 立 中 央 病 院

〃 福田ひろみ 徳 島 Ⅲ 支 部 長 徳 島 赤 十 字 病 院

〃 舘 　 美 加 阿 南 ・ 美 波 支 部 長 JA徳島厚生連阿南医療センター

〃 尾 田 由 香 吉 野 川 支 部 長 JA徳島厚生連吉野川医療センター

〃 岸本小百合 美 馬 ・ 三 好 支 部 長 徳 島 県 立 三 好 病 院

〃 郡 　 利 江 広 報 出 版 委 員 会 む つ み ホ ス ピ タ ル

〃 山下留理子 教 育 委 員 会 徳島大学大学院医歯薬学研究部

〃 隅 田 優 子 社 会 経 済 福 祉 委 員 会 徳島赤十字ひのみね医療療育センター

〃 日 岡 真 代 看 護 制 度 委 員 会 鴨 島 病 院

〃 土 橋 秀 美 つちはし社会保険労務士事務所

監
事

孝 志 洋 平 さ く ら 税 理 士 法 人

美 馬 敦 美 徳 島 県 鳴 門 病 院

職能委員
氏　　　名 勤　　務　　先

保
健
師
職
能
委
員
会

浦 西 由 美 徳 島 県 美 波 保 健 所

・岡 久 玲 子 徳 島 大 学 大 学 院 
医 歯 薬 学 研 究 部

・高 瀬 彩 水 徳 島 県 徳 島 保 健 所
稲 井 敏 子 北 島 町 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー
黒 川 久 美※ 徳 島 県 三 好 保 健 所
加 治 明 子 徳 島 県 阿 南 保 健 所

助
産
師
職
能
委
員
会

・森 内 洋 美 徳 島 大 学 大 学 院 
医 歯 薬 学 研 究 部

伊 丹 惠 美 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー
・山 田 良 恵 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

住 谷 志 恵※ 徳 島 県 立 中 央 病 院
木田久美子※ J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

・榊 原 嘉 那 徳 島 赤 十 字 病 院
・村 井 芳 江 徳 島 市 民 病 院

元木沙耶花 徳 島 県 鳴 門 病 院

看
護
師
職
能
委
員
会

谷 崎 宏 美※ 徳 島 市 民 病 院
大 川 由 紀 徳 島 市 医 師 会 訪 問 看 護 ス テ ー シ ョ ン

・細川千恵美 た ま き 青 空 病 院
・岩 本 真 理 徳 島 赤 十 字 病 院
・切佐古幸代 徳 島 県 立 三 好 病 院

辻　　敬子 き た じ ま 田 岡 病 院
・和 田 光 代 徳 島 県 立 海 部 病 院

中 澤 　 薫 独） 国 立 病 院 機 構 
と く し ま 医 療 セ ン タ ー 西 病 院

・藤原都志子 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

横関恵美子 四 国 大 学 看 護 学 部

◦印の方はR7、R8年度任期
※印の方は前任者残任期間より
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6 支部
支　部　名 支 部 長 名 勤　　務　　先

支
　
部
　
長

徳 島 支 部 Ⅰ ・小 坂 肇 代※ 徳 島 県 鳴 門 病 院

徳 島 支 部 Ⅱ ・岩 本 尚 美 徳 島 県 立 中 央 病 院

徳 島 支 部 Ⅲ ・福田ひろみ※ 徳 島 赤 十 字 病 院

阿南・美波支部 舘 　 美 加 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

吉 野 川 支 部 ・尾 田 由 香※ J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

美馬・三好支部 岸本小百合 徳 島 県 立 三 好 病 院

常任委員
職能 氏　　　名 勤　　務　　先

社
会
経
済
福
祉
委
員
会

保 ・湯 浅 香 苗※ 徳 島 県 徳 島 保 健 所

保 寺 前 千 晴 徳 島 県 阿 南 保 健 所

助 ・阿 部 明 美 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 井 内 裕 子 亀 井 病 院

看 久 米 輝 美 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 ・大 島 直 実 徳 島 赤 十 字 ひ の み ね 医 療 療 育 セ ン タ ー

教
　
育
　
委
　
員
　
会

保 ・多 田 和 代※ 徳 島 県 美 馬 保 健 所

保 ・中 田 華 奈 徳 島 県 三 好 保 健 所

看 ・河 村 広 美 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

助 ・三 木 章 代 四 国 大 学 看 護 学 部

看 ・阪 口 　 大 徳 島 県 立 中 央 病 院

助 樫 本 幸 代 徳 島 赤 十 字 病 院

看 ・森島寿奈美※ 独）国立病院機構とくしま医療センター東病院

看 ・岸 本 涼 華※ 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 細 川 美 香 徳 島 大 学 病 院

看 ・川 原 美 穂 徳 島 市 民 病 院

看 森 浦 弥 生 川 島 病 院

看 橋 本 浩 子 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 小 川 恵 美 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 前 川 涼 子 徳 島 赤 十 字 ひ の み ね 医 療 療 育 セ ン タ ー

看 ・志宇知里彩※ 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 尾 木 原 靖 T A O K A こ こ ろ の 医 療 セ ン タ ー

学
会
委
員
会

保 辻 　 輝 美 徳 島 県 徳 島 保 健 所

助 ・川 下 美 紀 徳 島 大 学 病 院

助 ・山 田 健 代 徳 島 文 理 大 学 保 健 福 祉 学 部

看 矢 野 祐 樹 独）国立病院機構とくしま医療センター東病院

看 ・幸 木 千 夏 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 ・飯 藤 大 和 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 ・桑村冨久枝※ 徳 島 赤 十 字 病 院

広
報
出
版
委
員
会

機
関
紙
発
刊
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

保 ・山 口 瑞 貴※ 徳 島 県 徳 島 保 健 所

保 多田美由貴 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

助 酒 巻 由 里 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 室 屋 昌 美 徳 島 県 立 三 好 病 院

看 ・高 橋 英 子 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 ・角 田 匡 弘 独）国立病院機構とくしま医療センター東病院

看 小 西 輝 実 徳 島 市 民 病 院

看 ・野 田 直 美 徳 島 赤 十 字 病 院

推
　
薦
　
委
　
員
　
会

保 上 原 洋 子 徳 島 県 企 画 総 務 部 職 員 厚 生 課

保 ・西 谷 範 子※ 徳 島 県 徳 島 保 健 所

助 新 井 紀 子 徳 島 県 鳴 門 病 院

助 ・森 ひ と み 徳 島 大 学 病 院

看 ・近 藤 和 美 徳 島 市 民 病 院

看 岡 　 由 美 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 ・村 尾 和 恵 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 ・林 　 洋 子 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 笠 掛 有 里 徳 島 県 立 三 好 病 院

看 庄 野 美 香 徳 島 赤 十 字 病 院

◦印の方はR7、R8年度任期
※印の方は前任者残任期間より

特別委員
職能 氏　　　名 勤　　務　　先

看
護
制
度
委
員
会

保 榊 原 陽 子 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

看 藍 原 美 鈴 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 加 藤 綾 子 き た じ ま 田 岡 病 院

看 奥 谷 恵 子 徳 島 県 鳴 門 病 院 附 属 看 護 専 門 学 校

看 森 　 数 江 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 三 木 真 澄 徳 島 県 厚 生 農 業 協 同 組 合 連 合 会

看 清 　 朋 美 藍 里 病 院

准 日 岡 真 代 鴨 島 病 院

認
定
看
護
管
理
者
教
育
運
営
委
員
会

看 岩 本 尚 美 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 早 渕 由 美 徳 島 赤 十 字 病 院

看 池 田 恵 美 子 四 国 大 学 看 護 学 部

看 上 田 美 香 徳 島 大 学 病 院

看 三 木 真 澄 徳 島 県 厚 生 農 業 協 同 組 合 連 合 会

看 折 村 秀 美 田 岡 病 院

看 小 坂 肇 代 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 横 田 三 樹 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

医
療
・
看
護
安
全
対
策
委
員
会

看 鈴 木 察 子 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

看 大 坂 朱 美 徳 島 大 学 病 院

看 橋 本 久 美 子 徳 島 赤 十 字 病 院

看 中 野 敦 子 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 瀬 尾 佐 和 子 徳 島 市 民 病 院

看 播 磨 優 子 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 水 田 和 代 徳 島 県 立 海 部 病 院

看 村 尾 和 恵 徳 島 県 立 中 央 病 院

災
害
看
護
支
援
検
討
委
員
会

保 山 田 　 愛 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

保 上 白 川 沙 織 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

保 横 山 敦 子 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

看 木 島 美 香 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 坂 千 代 沙 千 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 河 野 共 子 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 上 野 妃 呂 子 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 川 西 誠 子 徳 島 赤 十 字 病 院

看 金 丸 昌 史 徳 島 市 民 病 院
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

保 榊 原 陽 子 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

保 横 山 敦 子 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

助 四 宮 洋 子 徳 島 県 立 総 合 看 護 学 校

看 船 田 美 紀 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 山 崎 佳 子 む つ み ホ ス ピ タ ル

看 藤 田 都 慕 川 島 病 院

看 高 岡 正 和 岩 朝 病 院

看 井 上 和 美 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看
護
の
心
普
及
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
委
員
会

保 山 田 　 愛 徳 島 県 保 健 福 祉 部 医 療 政 策 課

保 横 山 敦 子 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

助 大 下 安 由 美 徳 島 県 立 海 部 病 院

看 岸 本 小 百 合 徳 島 県 立 三 好 病 院

看 松 浦 良 里 子 つ る ぎ 町 立 半 田 病 院

看 小 坂 肇 代 徳 島 県 鳴 門 病 院

看 福 田 ひ ろ み 徳 島 赤 十 字 病 院

看 井 上 和 美 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 谷 崎 宏 美 徳 島 市 民 病 院

看 舘 　 美 加 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

組
織
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

看 三 木 真 澄 徳 島 県 厚 生 農 業 協 同 組 合 連 合 会

看 岩 本 尚 美 徳 島 県 立 中 央 病 院

看 福 田 ひ ろ み 徳 島 赤 十 字 病 院

看 舘 　 美 加 J A 徳 島 厚 生 連 阿 南 医 療 セ ン タ ー

看 尾 田 由 香 J A 徳 島 厚 生 連 吉 野 川 医 療 セ ン タ ー

看 岸 本 小 百 合 徳 島 県 立 三 好 病 院

看 小 坂 肇 代 徳 島 県 鳴 門 病 院

保 浦 西 由 美 徳 島 県 美 波 保 健 所

助 森 内 洋 美 徳 島 大 学 大 学 院 医 歯 薬 学 研 究 部

看 谷 崎 宏 美 徳 島 市 民 病 院

助 上 田 美 香 徳 島 大 学 病 院

看 吉 田 三 紀 独）国 立 病 院 機 構 と く し ま 医 療 セ ン タ ー 東 病 院

助 鈴 記 洋 子 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

看 庄 野 泰 乃 公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会
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令和8年度 全国職能別交流集会令和8年度 全国職能別交流集会

日本看護協会通常総会に参加して
日本看護協会は6月10日、令和8年度通常総会を幕張メッセ（千葉県）で開催され、全
国から749名の代議員が出席し、1,300名の一般参加があり活発な討議が行われました。
秋山智弥会長の開会あいさつでは、「より質の高い看護実践のための教育制度改革の実

現が必要であり、看護師基礎教育の4年制一本化を目指すこと」を重点政策に位置付けた
ことを説明した。
また、「自律した専門職として看護の質向上に努め、昼夜を問わず質の高い看護を提供

することに見合う価値が、賃金として充分に反映されるべき」と強調し、「専門職として
の役割と責任に見合う処遇の実現を国に強く求め、現場の看護職に着実に行き届くよう取
り組むと述べました。
議決事項の「名誉会員の推薦（案）」「2026年度改選役員及び推薦委員の選出について」

と4つの報告事項が協議・報告され、議決事項はすべて承認されました。
新たな役員として、常任理事に片岡弥恵子氏が選出されました。

日本看護協会

通常総会通常総会
令和8年度

公益社団法人 日本看護協会代議員

藤原都志子 公益社団法人徳島県看護協会

岩本 真理
谷崎 宏美 徳島市民病院

森内 洋美 徳島大学大学院医歯薬学研究部

浦西 由美保

助

看

看

富田 浩史 ̶准

看

令和8年 6月10日（水）  9:30～16:45

令和8年 6月11日（木）  10:00～15:30

場　　所 幕張メッセ（千葉県）令和8年度

徳島県美波保健所

「2040年に私たちの保健師活動はどうなっているか～保健師の未
来を語る～」をメインテーマに開催。人口減少や大都市・中山間地
域の格差など地域特性の多様化が進む中、これからの保健活動の
あり方が多角的な視点から議論されました。
特別講演では厚生労働省保健指導室長の後藤友美様より、自治

体の実情に応じた効果的・効率的な活動、組織マネジメントの中核
となる統括保健師の配置と計画的な育成など、改正された保健活動
指針のポイントが解説されました。
シンポジウムでは、新任期の理想と現実の葛藤や対話による関係

性構築の大切さ、中堅期のICT実装に伴う業務プロセスの見直し、
管理期の地域づくりと次世代へ語り継ぐ不変の「コア」、教育期の
大学院化の議論など、各立場のリアルな熱い声が交わされました。
生産年齢人口が減少する中で人材確保・定着は急務です。社会環
境が激変しても「すべての人 と々コミュニティを対象に、健康とQOL
の向上を目指す」という私たちの核心は揺らぎません。複雑化する
健康課題に対し、ICTを手段として活かしながら、多職種や他自治
体と手を取り合い、徳島でも仲間とともに住民のWell-Beingを支え
る未来を創造していきましょう。

保健師職能委員長　浦西 由美
2040年を見据えて～保健師の未来を語る～

助産師職能委員会はこれまで、分娩取扱施設において4つの機
能を持つ「母子のための地域包括ケア病棟」を推進してきました。
現在、分娩取扱施設の減少等に伴い、分娩を取り扱わない施設も
含め、複数の施設で協働・連携するなど、地域の実情に応じて助
産ケアを継続的に提供できる体制整備が必要になっています。増加
する助産ケアのニーズに応えるためにも、「妊娠期からの継続ケア」
や「助産師主導による継続ケア（院内助産・助産師外来等）」など
の切れ目のないケアは、妊産婦のメンタルヘルスの維持向上に寄与し、
円滑な育児への移行を可能にするうえで必要不可欠となっています。
国の動向の中で、出産・妊婦健診費用の自己負担の軽減に関して、

改正法案（改正健康保険法）にて、正常分娩にかかる費用の全額
を公的保険で賄う（いわゆる無償化）ことを2年以内に施行される
と情報提供がありました。様々な出産環境の変化の時期にあること
を専門職として捉えつつ、女性がより安心・安全に妊娠期から出産
を経て、子育て期まで過ごすことができるよう支援し、活動していき
たいと思います。

助産師職能委員長　森内 洋美

新たな助産ケア提供体制の構築に向けて

「看護の将来ビジョン2040」が公表され、看護は新たなビジョン
が示す方向に動き始めています。それを実行する看護職は生活者
たる “ひとりの人” であるため、①看護職一人ひとりのウェルビーイン
グの重視②自己研鑽と主体的なキャリア形成の推進③多様で柔軟な
働き方への転換が、看護職が活躍する基盤となるものとして置かれ
ました。その関連として「これからの時代で働き続けるためのキャリ
ア論」と題した特別講演、「専門職として学び続けること」というテー
マの基調講演、「次世代病院看護師のシームレスな育成を目指して」
のテーマでのリレートークがありました。今後、生産年齢人口が減
少していく中、看護の質を担保し、専門性をより発揮するためには、
看護基礎教育に始まり生涯学習やキャリア形成と、効果的な人材育
成が重要です。また、長く働く時代となるため、働く環境が変わった
としても働き続けるため学び続けることは、大切だと感じました。
2026年度看護師職能委員会Ⅰでは、看護基礎教育から生涯学習
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問看護ステーションと医療機関との連携体制の深化」、「地域での生
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写真提供　緒方静子 様

訪問看護に携わってきた年月の中で、さま
ざまな患者さんやご家族の人生に触れ、共に
働く看護職や医療・介護の仲間との出会いが、
この仕事をますます面白くしてきました。今は
統括所長として組織を支えつつ、若いスタッ

フと一緒に現場で悩み、学び続ける日々です。非常勤講師や子ども
支援の活動にも携わり、地域の「生きる」をそっと支える存在であ
りたいと願っています。

私は、2012年にがん看護専門看護師とし
て緩和ケアチームを担当した。当初、介入依
頼があったリンパ浮腫の経験がなかったため、
患者の苦痛軽減のためにと正しい知識と技術
をゼロから勉強した。リンパ浮腫セラピスト取

得後は、症状緩和として圧迫療法を実践している。還暦を過ぎて、
緩和ケアは頼れる後輩に引き継いだ。今は、圧迫療法を学びたいと
言ってくれる若手と一緒に、弾性ストッキングコンダクターを目指し
ている。頑張る彼女たちに未来を託して。

私は看護師として40年、その内26年間を
精神科で勤務してきました。その経験から「人
とのつながり」と「学ぶ気持ち」を大切に思い、
年齢を重ねても新しいことに興味を持ち一日
一日を楽しむ気持ちを忘れないように心がけ

ています。そして、誰かの役に立てた時の「ありがとう」が何よりの
励みです。現在は精神科デイ・ケアに籍を置き健康を大切にしなが
ら、自分らしく笑顔で過ごし、これからも利用者さんの元気を見届
けていきたいと思います。

長年の臨床経験と知識を活かし
“相手の思いを丁寧に受け止める姿
勢”を大切に日々の看護を実践して
います。

退院支援では患者様やご家族の不安に寄り添い対話を重ねなが
ら、生活課題や医療的ニーズ、社会資源を総合的に評価し、退院後
の生活まで見据えた支援を行っています。
こうしたアセスメント力と調整力が患者支援センターを支えるだ
けでなく、現場の医療にも確かな力を発揮しています。

看護師として働き続けて45年、長い年月が走馬灯
のように思い出されます。人生において、節目では先輩
及び後輩に助けられながら様々な経験をしました。分
からないことは一人で抱え込まず、先輩や仲間と相談
する勇気を持ってください。一つ一つ経験が成長につ
ながります。医療の進歩する中、継続的な学習・自己研

鑽は生涯必要です。また看護師として知識や技術だけでなく自身の心と体の健康
と家族の支えは必須です。ワークライフバランスを考慮しながら自己のモチベー
ションにつなげてください。私は笑顔・思いやり・丁寧な対応をモットーに頑張っ
てきました。これからも後輩ナースに寄り添いながら、自分らしく看護を実践でき
れば幸いです。皆さんも仕事に誇りを持ち生涯現役を目指して頑張ってください。

私は昭和、平成、令和という三つの時代を、看
護師として歩んできました。かつては55歳、ある
いは60歳で定年となり現場を離れるのが一般的
でしたが、現在は生涯現役の時代です。私も定年
を迎えた時、自分にできる役割があれば仕事を続

けたいと考えました。今、看護師としてやりがいを感じ、納得しながら仕事
に向き合えていることは、日々の大きな充実感につながっています。患者
さんや同僚と接する中で、自分の居場所や役割を見いだせたことは、大き
な財産であり、長く働いてこられた理由でもあります、周囲への感謝を忘
れず、今後も社会の中で自分のできることを続けていきたいと思います。

役職定年、定年を経て、仕事を続けること
に迷いや葛藤もありましたが、自分の経験を
生かせる環境に恵まれ、多くの方に支えられ
ながら、特定看護師の育成に携わっています。
修了生がそれぞれの現場で活躍する姿が何

よりの喜びです。研修センターで蒔いた種が各地で実を結び、地域
医療を支える力となる未来を思い描くとワクワクします。これからも
家族との時間や推し活でエネルギーを充電しながら、小さな種を蒔
き続けていきたいと思います。

定年退職後も看護基礎教育の現場で、成長
し続ける看護学生とともに歩んでいます。自
分のWLBに合った職場環境を提供してもら
えることで、看護職が生涯を通じて健康で安
全に働き続けられると実感しています。今後

も出会う方々に感謝の気持ちを忘れず、地域社会にも貢献していき
たいです。後輩の皆様、看護職は辛いこともありますが、誇り高く
魅力的な職業です。夢見たとおり、一生を費やすだけの価値はあり
ます。そして、私もまだまだ夢の途中です。

昭和43年4月に保健師として仕事を始めて、
58年が過ぎました。保健所や県庁医務課などで
勤務し、60歳で退職しました。退職後は、在宅生
活されている障害者の方に、生活習慣病やメンタ
ルヘルス等の保健指導の業務を約12年間行い、

現在は、産業保健分野で健康診断の事後指導などの仕事をしています。
これからは、保健指導の場が、地域から地元、近所と狭まってまいりま
すが、お付き合いの基本として「向こう3軒両隣」の家族の方々とは、健
康について共通の話が出来、笑顔で笑いの絶えないご近所付き合いが出
来ればと念じています。

「入学式：昭和57年4月7日」先日、看護学
校の入学のしおりを見つけました。この日か
ら看護の道を歩んで45年。世間知らずだった
私が、年齢を重ねるうちに困難なことも何と
かクリアできるようになりました。患者さんと

の関わり方も上手くなったように思います。今の楽しみは同僚と昔
話で盛り上がることです。人生いろいろですが、置かれたところで力
をつけ、活かすことが大切だと思います。看護の成熟はまだまだ先
にありそう。

病院勤務時代、業務の傍ら院内開業のつも
りで産前産後の健康相談に乗り、骨盤ケア教
室も企画しました。ケア対象の女性にすぐ会
える環境で実践力を磨いた経験と繋がりが、
開業12年目の今も私を支えています。誰か

のために自分を後回しにしがちな医療スタッフにこそ、健やかな産
前産後と楽しい育児を経験し元気に復帰を！その支援が私のライフ
ワークです。皆さんも今の環境を味方に、身近な人を元気にする一
歩を踏み出しませんか。

私たち

です
保健師活動を地域から
ご近所まで!生涯現役!

人とのつながりに
感謝して

人との出会いが
私の看護の原動力

看護の実りに向けて

看護の実りに向けてひそかに
「院内開業」のすすめ

生涯現役で働き続けられている
看護師としての思い

人生100年時代、生涯現役という生き方が
ますます現実味を帯びてきました。しかし年を
重ねるということは、衰えるということでもあ
り、自分らしいペースで社会とつながり続ける
生き方を模索しています。保健師として培った

知識や経験を生かしながら、予防接種被害者相談員、子育て支援
ボランティア、高齢者の生きがい対策に参加しています。地域には
多彩な人材がおり、そこでの出会いは人生を豊かにする宝物です。

定年退職後も同じ病院で外来スタッフとし
て働き、3年目となりました。今も元気に働け
ているのは、大好きな看護を続けながら、患
者さんや仲間とのつながりを大切にできてい
るからです。「ありがとう」の一言や笑顔に励

まされ、私自身も毎日元気をいただいています。年齢を重ねても経
験を生かして誰かの役に立てる喜びが、私を輝かせてくれる原動力
です。これまで培ってきた経験を生かしながら、一日一日を感謝の
気持ちで歩んでいきたいと思います。

目指せ100歳　
細く長く社会参加

これからも、
生涯「プチ現役」宣言

社会とのつながりが
原動力

未来を育む喜び

いつか生涯現役の先輩方の
ように輝ける日を夢見て

患者さんの苦痛軽減の
ためにつないでいく

黒坂惠子
プラチナ保健師

岡本仁美
藍里病院

長谷康子
TAOKA訪問看護ステーション万代

古泉サト子
三好病院

県中のAWAナース達
徳島県立中央病院

原田美佐子
みさ子助産院

堂本美恵子
阿南医療センター

冨土原晴己
プラチナ保健師

原 良江
徳島市民病院

金山幸代
吉野川医療センター

中野あけみ
徳島大学病院  看護師特定行為研修センター

今﨑順子
徳島県鳴門病院附属看護専門学校

町田美佳
徳島赤十字病院
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写真提供　緒方静子 様
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知識や経験を生かしながら、予防接種被害者相談員、子育て支援
ボランティア、高齢者の生きがい対策に参加しています。地域には
多彩な人材がおり、そこでの出会いは人生を豊かにする宝物です。

定年退職後も同じ病院で外来スタッフとし
て働き、3年目となりました。今も元気に働け
ているのは、大好きな看護を続けながら、患
者さんや仲間とのつながりを大切にできてい
るからです。「ありがとう」の一言や笑顔に励

まされ、私自身も毎日元気をいただいています。年齢を重ねても経
験を生かして誰かの役に立てる喜びが、私を輝かせてくれる原動力
です。これまで培ってきた経験を生かしながら、一日一日を感謝の
気持ちで歩んでいきたいと思います。

目指せ100歳　
細く長く社会参加

これからも、
生涯「プチ現役」宣言

社会とのつながりが
原動力

未来を育む喜び

いつか生涯現役の先輩方の
ように輝ける日を夢見て

患者さんの苦痛軽減の
ためにつないでいく

黒坂惠子
プラチナ保健師

岡本仁美
藍里病院

長谷康子
TAOKA訪問看護ステーション万代

古泉サト子
三好病院

県中のAWAナース達
徳島県立中央病院

原田美佐子
みさ子助産院

堂本美恵子
阿南医療センター

冨土原晴己
プラチナ保健師

原 良江
徳島市民病院

金山幸代
吉野川医療センター

中野あけみ
徳島大学病院  看護師特定行為研修センター

今﨑順子
徳島県鳴門病院附属看護専門学校

町田美佳
徳島赤十字病院
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チェックバック（再確認）

Aさんの酸素投与を
5Lに上げてください

繰り返します。Aさんの酸素
投与を5Lに増量します

医療安全対策医療安全対策 ワンポイントアドバイスワンポイントアドバイスワンポイントアドバイス  No.57

1.（伝え手が）メッセージを伝えます
2.（受け手が）伝わった内容を復唱します
3.（伝え手が）受け手に伝わった内容が、正しいことを確認します

情報を伝える際には、

そうです。Aさんの酸素投与を
5Lに増量です。お願いします

チェックバック 例

Aさんの酸素投与を
5Lに上げてください

繰り返します。Aさんの酸素
投与を5Lに増量します

Aさんの酸素投与を
5Lに上げてください はい

リードバ
ック

ヒアバッ
ク

復唱でも十分とは言えない

繰り返さなかったら「チェックバックしてください」と依頼

会員・非会員を問わず看護会館にお越し
いただいた方の、ご意見、ご要望等をお伺
いするため、７月１日から２階玄関ホールに
意見箱を設置しま
した。
お寄せいただい

たご意見をもとに、
開かれた看護協会
の運営を行ってい
きたいと思います。
多くのご意見をお
待ちしています。

ご意見箱の設置について

公益社団法人石川県看護協会 元会長　小藤 幹恵 様　に、看
護のチャレンジについてご講演いただきます。
「身体抑制のない看護～身体抑制ゼロを実現するために～」
2024年度のトピックス研修では、100名を超える参加者があり大変
好評でした。特別講演もご期待下さい。

会場は、徳島県看護会館にて、ハイブリットで開催します。
事前参加申込は、9月下旬頃お知らせいたします。

《第42回 徳島県看護学会》

2026年12月13日（日）9時～

特 別 講 演

日本看護協会より会員向
け福利厚生サービス「３大
疾病保障制度（日本生命）」
について案内がありました。
詳しくは、徳島県看護協会
ホームページの「お知らせ一
覧」をご覧ください。

令和９年４月１日から、徳
島県看護協会看護会館の施
設使用料を25％値上げい
たします。詳細については
ホームページをご確認くだ
さい。
皆様のご理

解とご協力を
よろしくお願
いいたします。

看護会館使用料 改定「３大疾病保障制度」
のご案内

編集後記
協会ニュース「和」

の発行にあたりご協力
いただいた皆様ありが
とうございました。今
後も皆様が身近に感じ
る話題を提供してまい
りますのでよろしくお
願いいたします。

（広報出版委員一同）

ナースセンターだより

多くのご協力を
いただきました。
ありがとうござい

ました！

かんごちゃんと記念撮影 現役看護職の
リアルなお話を聞く

モデルを使って採血に挑戦！

5月10日（日）に「看護の日」イベントを実施しました!

看護職について
意外と知らない
ことがあって勉強
になりました!

先輩方を見て
こんな人になりた
いと思いました!

注射器の固定が
難しい!

なかなか体験
できないことが
出来てよかった!

137名「看護職になるための説明会」と同時開催し137名の高校生が参加されました!

①採血  ②筋肉注射  ③正しい手洗い  ④AED(心肺蘇生) 
⑤血圧測定・経皮的酸素飽和度測定　を実施

卒後5年目までの現役看護職の方から看護職を目指したきっ
かけや仕事内容、やりがいなどについてお話いただきました。

徳島県鳴門病院　大黒怜奈 様
徳島赤十字病院　三木賀乃子 様

徳島県健康寿命推進課　花畑日菜 様

～看護職への進路説明～

♡「現役看護職からのメッセージ」

♡看護技術体験

♡「魅力ある看護の道へ」

日本看護協会では、多様化するニーズに応え続けていくため、認定看護管理者
に求められる6つの能力を獲得できるよう教育を見直し、「看護管理研修（付加研
修を含む）」及び「新たな認定看護管理者教育課程」の２つに体系化しスタートし
ます。
徳島県看護協会では、2027（令和９）年度は、ファーストレベル開講（秋頃）
予定です。
現行の認定看護管理者教育課程2027（令和９）年度で終了します。
今後の新たな研修の構成・内容及び方法については、改めてお知らせします。

公 益 社 団 法 人 徳 島 県 看 護 協 会

認定看護管理者教育課程の新制度に伴う
徳島県看護協会の現行教育課程修了のお知らせ
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